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緒言

大平肺吸虫セルカリアの形態に関しては，扇田 (1957),

麟 (1957)及び吉田 (1959)等の報告があるが，前 2

者のそれは，カワザンショウガイ Vご9実験的に感染せしめ

て得たセルカリアについての記載であり，何れも充分な

ものとは云えない．又本種メタセルカリアについては宮

崎(1939)の報告があるが，排泄系については未だ明ら

かにされていないそこで著者等は以下に，本種セルカ

リア及びメタセルカリアの形態特に排泄系につぎ，報告

することにする．

実験材料及び実験方法

本種第 1中間宿主は著者等 (1958)により始めて静岡

県賀茂郡下田町吉佐美及び湊で見出されたもので，当時

ウスイロオカチグサ Paludinella devilis と命名された

が，その後直ちに黒田 (1958)及び吉田 (1959)等によ

りムシヤドリカワザ‘ミ ウ• ./ ./ョ Asszmznea japonzcaと訂

正された．

検鏡に用いたセルカリアは前記吉佐美及び湊で採集し
を

たムシヤドリカワザンショウを破砕して得たもので，感

染貝よりとり出したレディア及びセルカリアは直ちに

0.4劣食塩水溶液を充した時計皿に移し， 生鮮標本とし

て検査すると共に，一部は中性赤，及びナイル青により

生体染色を行った．尚計測は10%ホルマリン水で固定し

たものにつき行った．

メタセルカリアはムシヤドリカワザンショウを採集

した同ー地点において集めたクロベンケイ Sesarma 

dehaaniの肝臓から分離し，自然脱嚢を防ぐために直ち

にの 1.2-1.4%食塩水を充したブロックシヤーレに移

し，このブロックシヤーレは氷水中におぎ冷却した，

実験成績

1) レデイアについて

通常 1ケの感染貝にみられる成熟レディアの数は 8-

20 (平均10)で何れもその中腸線にみられた． レディア

の形態は長円筒形を呈し，淡黄色を帯びているが， ウエ

ステルマン肺吸虫のそれと比較し，細長繊細であった．

10%ホルマリン水で固定した20個体の計測値は Table1 

の如くで，体長平均 1006.2μ(963. 2-1054. 6μ) , 体幅平

均 163.4μ(160. 8-167. 7μ)であつた．カラー及び突起

物は見当らず，又ウエステルマン肺吸虫のレディアで小

宮 (1950)等の記載している如き前端部の感覚毛はこ

れを確認し得なかつた. Fig. 1に示した如く， よく発

達した咽頭は略ぼ円形で大きさは長径平均 48.2μ(55.9

-36.lμ), 横径平均49.5μ(56.8-45.6μ) を算し，腸管

につづいている． 腸管は長径 124.3μ(87. 7 -150. 5μ), 

横径78.8μ(74.8-82.6μ)で嚢状を呈し，淡黄褐色の顆

粒を充たしている．産門は咽頭の直ぐ近くに開口してい

る．排泄系については主排泄管より前後に走る集合管を

認め得たのみで，終末細胞までを追求し得なかつた．胚

細胞の数は 8-24(平均18) で， 成熟しディアに含まれ

るセルカリアの数は 8-16,平均 14であった (Fig.1) 

2) セルカリアについて

本種セルカリアは短尾の中形セルカリアで，その形態

及び運動はウエステルマン肺吸虫のそれと略ぼ同似であ

るが，肉質薄く繊細である．生鮮標本20ケ体の計測値は

Table 2. の如くである． 口吸盤は腹吸盤より稽々大ぎ

く，鋭く太い穿刺棘を備えている．体表面は軟い細い毛が
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Table 1 Measurement of the rediae o~Paragonimus ohirai Miyazaki, 
1939. (20 specimens fixed with 10 % formalin solution) 

Species P. ohiraz" P z'loktsuenenszs 

Authors 

Methods 

Y okogawa et al. 

fixed with 10% 
formalin 

body length 
body width 
pharynx length 
pharynx width 
intestine length 
intestine width 
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Ikeda (1957) 

625-1080 (823. 8) 
130-264(174.5) 
42- 65(49.5) 
35- 57 (51.1) 
53-150(86.3) 
30-105 (62. 5) 

Chen (1936) 
fresh raw meterials 

average 
(12 specunens) 

雲
53.4 
55.3 
97.8 
84.5 
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Fig. 1. Redia of Paragonz'mus ohz'raz' 

BP. ・ ・ ・ ・birth pore Ph. ・ ・ ・ ・pharynx 

G. C. ・ ・ ・germ cell I ・ ・mtestme 

疎らにみられるが．体の後端部には特に毛が密生してお

り，又短い尾の未端部にも特に著明である．腹吸盤は体の

中心より稽々後端よりに腹面に位置している．咽頭及び

腸管はこれを明らかに認めることは困難であった．体の

前半部両側には2種の穿刺腺がみられた．即ち外側の4対

の腺細胞は粗大顆粒状の内容物を蔵し，その排泄管は集

合して口吸盤をつらぬき穿刺棘の上端に開口し，内側の

3対の腺細胞は細顆粒よりなり，その排泄管は合して，日

吸盤をつらぬき穿刺棘の中間部で開口している．体の後

端部は I型を呈する排泄嚢で占められており，排泄廣壁

は立方上皮細胞よりなる一層の厚い層で被われている．

排泄嚢の前端両側角から出た集合管は迂曲上行し，腹吸

盤の高さで前及び後の 2本の集合管に分岐している．上

行集合管は，走行途中で 4本の分枝を出し，それぞれの未

端ば1ケの焔細胞で終つている．下行集合管も同様に走

行途中で4本の分枝を出し，それぞれ1ケの焔細胞を有し

ている．従って終末細胞式は 2〔は+1 + 1 + 1 + 1) + (1 + 

1+1+1+1)〕=20となる これはウエステルマン肺吸虫

のそれが，山口及び小宮の報告している如< 2 〔3+3+3

+3+3) + (3+3+3+3+3)〕=60と著しく異なった点で

ある． 又本種セルカリアの終末細胞の数は既に横川等

(1958)及び吉田 (1959) の指摘しているのと全く一致

している (Fig.3) 

3) メタセルカリアについて

クロベンケイの肝臓よりとり出したメタセルカリアの

被嚢は， 宮崎 (1939) の指摘している如く， 内外の2

膜よりなるが，外膜は頗る弱く容易に破れ失つているこ

とが多い 内膜のみのもの 30ケの計測値は（カバーク

ラス使用） 190.8-264.0X272.0-321.6μ, 平均234.4X

292.6μ で，カバーグラスを用いないものの 20ケの計測

値は194.3-214.4 X 217 .0-274. 7μ, 平均 203,o x262.9μ 
で，何れも楕円形を呈していた 内膜の厚さは 3_5,...,

5.25μ, 平均 4.1μ であつた (Fig.3) 

被嚢を解剖針で破り脱嚢せしめた幼虫は 0.4%食塩水

中では活澄な伸縮ほふく運動をなしているが，これをカ

バーグラス下で10個体の測定値を示せば Table3の如く

である．

体表は厚さ約 2-3μのうすいクチクラで被われており

(2)  
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Table 2. Measurement of the Cercariae of Paragodimus ohirai and P. ztoktsuenensis 

Species P. ohiraz P. iloktsuenensis 

Authors 

Methods 

Chen (1936) 
Fresh raw materials 

(12 specimens) 

body length 
body width 
oral sucker length 
oral sucker with 
ventral sucker length 
ventral sucker width 
stylet length 
stylet width 
bladder length 
tail length 
stail width 

Y okogawa et al. 
Fresh raw materials 

(20 specimens) 

230. 5 (170. 3-329 .4)μ 
132 .4 (104. 9-149. 9)μ 
39. 3 (26. 7-55. 9)μ 
52. 5 (36 .1-73 .1)μ 
31.8(22.4-40.4)μ 
38.9(31.8-46.4)μ 
23.2(18.1-31.0)μ 
5. 7 (4. 3- 6. 9)μ 

62.2(48.2-80.0)μ 
19.4(9.5-27.6)μ 
13.8(10.3-19.7)μ 

Yoshida (1958) 
Fresh raw materials 

(23 specunens) 

230.6(160.0-360.0)μ 
102.6(74.0-135.0)μ 
55.3(40.0-66.0)μ 
53.6(38.0-63.0)μ 
40.7(30.0-49.0)μ 
43.7(36.0-50.0)μ 
27.4(21.0-32.0)μ 

25. 5 (19. 0-31. O)μ 
20.5(14.0-27.0)μ 
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St-------

Fig. 2 Cercaria of Paragonimus ohiraz~showing 

penetration glands on the left side and 

excret-0ry system on the right side 

E. B. ・ ・excretory bladder 

F. C. ・ ・flame cell 

NC・  ・. ・ ・nerve comm1sure 

'0.S. ・ ・oral sacker 
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v.s. 
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・penetration gland cell 
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tail 

・ventral sucker 

I.----
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Fig. 3 

W
W
 1・
0
 

Metacercaria of Paragon加 usohiraz" 

その表面には多、くの微細棘が一本づつ交互に密生してい

るが，体後半には次第に微細となり，且つ疎らになつて

いる体は排泄嚢を除き一般に透明であるが，時には大

小種々の紅色の顆粒を含むこともあり，この点ウ肺吸虫

のメタセルカリアの場合と略ぼ同様である，

口吸盤は体の前端にあつて略ぼ正円形に近いが，包擬

内にあるとぎは，前後に圧縮されて楕円形をなし，その

縦径 (50-60μ), 横径 (70-85μ)を算する 口吸盤の

前方背面に近く口吸盤内にうずまって 1本の穿刺棘が

認められ， その長さは (6.6-11.5μ,平均 9.8μ),巾は

(2.9-6.6μ, 平均 3.6μ)を算する， 脱藤幼虫の計測値

は Table3 の通りである． 即ちセルカリアの時代の身：

(3) 
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Table 3. Measurement of the excysted metacercaria 

Species P. ohira£ P. iloktsuenenszs 

Authors 

Methods 

Y okogawa et al. 

fresh raw materials. 
(10 specimens) 

body length 
body width 
oral sucker length 
oral sucker width 
ventral sucker length 
ventral sucker width 
stylet length 
stylet width 

, pharynx length 
pharynz width 
bladder length 

398.3(297.0-527.0)μ 
225.8(169.0-266.0)μ 
65.0(62.0-72.0).μ 
53.7(36.0-66.0)μ 
73.0(62.0-80.0) /J. 
66 . 0 (59 . 0-75 . 0) /J. 
9.8(6.6-11.5)μ 
3.6(2.9- 6.6)μ 

29.2(23.0-36.0)μ 
25.0(19.0-26.0)μ 

283. 0 (210. 0-442. 0) /J. 

Miyazaki (1939) 

fresh raw materials 
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Chen (1936) 
fresh raw materials 

average 
(12 specimens) 

417 
194 
52.5 

59.4 

10 

28.0 
24.5 

刺棘に比較すればやや小形になつている．

腹吸盤は体中央または少し後方にあつて口吸盤より大

ぎい略ぼ正円形であるが，体が収縮する時はやや横楕

円形になり， 殊に包巖内では (58-6511.) の縦径に対し

て横径が (80-90μ)を算するほどになる．

口は体前方の稽々腹面に位置置し， 口吸盤内を通つた

後直ちに咽頭に続いて前咽頭は認められない時には咽

頭が口吸盤内にくい込んでいる場合もある．食道は極め

て短く，直ちに 2分して太い腸管となり数回迂曲して腹

吸盤の両側を通り，体の後端で盲管に終つている内容

は通常全く空虚で透明であるために極めて見易いが，稀

れに小数の透明な顆粒が含まれている場合もある．

排泄義は I字型を呈して太く，その上端は食道と腸の

分岐点の直後にのびている．排泄嚢の中には不透明な微

細顆粒が充満し，顕微鏡下では真黒にみえる．圧平しな

い場合は排泄嚢内に均等に充満しているが圧平した場合

はその腹側中央にある腹吸盤のために顆粒が前方と後方

に誘動し，そのためにその部分が透明にみえる．主排泄

管は腹吸盤の後方の位置から出て，屈曲しつつ斜前方に

のび，ほぼ腹吸盤の中央こ前後の集合管に分岐している

前集合管は 4本の枝を出しつつ咽頭の両側に達する. 4 

本の分岐および最前端の 1本の未端はそれぞれ 3ケづつ

の焔細胞をうけて居る後集合管も全く前集合管と同様

で，その排列状態は図示せる如くであり，セルカリアの

お rediaおよび cercariaのその他の微細構造特に感

覚毛等に関してはここでは触れない註

考 察

O()μ 

T
 

s
 

ハ
け
日
向

Fig. 4 Metacercaria of Paragonirnus ohzraz: show-

ing excretory system on・the right side 

焔細胞式は紅(l+l+l+l+l)+ (1+1+1+1+1)〕=20 現在独立種と認められている肺吸虫は Paragonim硲
であつたが，それと全く対比しておのおのが 3ケづつVT westermanz, P. kellicotti, P. ohirai及び P.iloktsue・

増加したものである (Fig.4) . nensis. の4種であるが， P.ohiraiをのぞく他の 3種に
食道の両側に極めて微かに神経連合が認められた．な ついては既にその生活史の全貌が明らかにされている

’ 註 この点に関しては後日改めて報告する予定である．

(4) 



ところが，大平肺吸虫のみはその第 1中間宿主が永い間

不明のままであつた最近に至り扇田 (1954)及び池田

(1957)等はカワザンショウガイが本種吸虫の第 1中間

宿主であろうと想像し本種吸虫ミラシジウムをこれに感

簗せしめゼルカリアに迄発育せしめることに成功した．

然し尚流行地における自然感染例は見出し得なかつた．

著者等の一人横川 (1957) は此の点に不審をいだき，静

岡県下田附近の本種吸虫分布地において，その第 1中間

宿主を採集中，カワザンシヨウガイとことなる一種の貝

に自然感染を見出し，又実験的にも本種ミラシジウムを

感染させることに成功し， 本貝をウスイロオカチグサ

(Puludinella devilis) と同定発表した．

吉田等はこの横川等の見出した貝と同一の貝を兵庫県

円山河流域に見出し， 、自然感染例を見出すと同時に実験

感染にも成功したが，黒田 (1958) の同定にもとずき，

本貝はウスイロオカチグサとするは誤りとし，新種のム

／ンョ (Assiminea parasztologica) シャドリカワザ‘‘ ウ

として発表した(1958). 横川 (1959) もその後に至り本

貝はウスイロオカチグサと同定したのは誤りでり，ムシ

ヤドリカワザンシヨウと同定することに賛成した ここ

に始めて大平肺吸虫の第 1中間宿主が決定したわけであ

る．

カワザンショウガイについては，吉田も実験感染には

成功しているが， 自然感染例は未だ見出されていないの

で本種肺吸虫の第 1中間宿主とするか否かは今後の研究

にまちたし‘•

本種第 1中間宿主ムシヤドリカワザンショウに見出さ

れたレデイアは．池田も述べている様に成熟したものほ

細長い円筒形で，腸管が著しく短く麗状を呈しているの

が特徴である これは P.mestermani及び P.kellふ

cottiのそれが比較的長く体の半分或いはそれ以上を占め

ているのと比較し著しく異なる点である．然し P.ilokts-

uenensisのそれは Chen(1936) によると，著しく短か

く体長のリu しかなく褒状であると云うことであるが，

この点は本種しディアとよく類似している第 2代レデ

ィアにみられる germcellsの数は比較的多く 8-24ケで

あつたが， P.iloktsuenensisのそれは数ケにすぎないと

云う．本種セルカリアの体表毛は前半部は極めて疎であ

る力＼後半部に至り密生している点は， P. westermanz 

及び P.kellicottiのそれとは著しく異なるが P.ilokt-

suensisとはこの点においても著しく似ている． 排泄系

において烙細胞式は， 2〔(1+ 1 + 1 + l -t-1) + (1 + 1 + 1 + 1 

+l)〕==20の如く各側10ケ宛計20ケを認めたが， これは
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P. mestermanz及び P.kellicottiの30対と異なり， 又-
比較的他の点において類似している p・ . zloktsuenenszs 

のそれが15対であるのとも異なつた点である．

本種メタセルカリアの排泄系については未だ何等の記

載も認められなかつたが．著者等により焔細胞は30対あ

ることが始めて明らかにされた．本種セルカリアの時期～

には10対であつたことと考え合せ極めて興味深い．

総括

大平肺吸虫の第 1中間宿主発見の経過を述べると共に

幼虫の形態について明らかにした．即ち本種レディア及

びセルカリアは P. iloktsuenensisのそれとは著しく似

ているが，セルカリアの排泄系は明らかに異なつている

ことを認めた．メタセルカリアの排泄系についても明ら

かにし，これらの幼虫時代においてその形態学的特徴か．

ら他種肺吸虫と鑑別し得ることを認めた．
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1) The circumstances of the finding of the first intermediate host of P. ohirai was given 

in this paper. 

2) Detailed description of second generation rediae, cercariae and metacercariae are given 

and a comparison is made with those of P. westermani, P. kellicotti and P. iloktsuenensis. 
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